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１．目的
本マニュアルは、「〇〇スポーツクラブ」（以下「本会」という。）における活動中の事故、ケガ、急病、災害、その他緊急事態が発生した際、迅速かつ適切に対処し、会員（生徒）の生命・身体の安全を確保するとともに、再発防止に努めることを目的とする。
各項目を熟読の上、必要に応じて追加・修正をお願いします。


２．日常の安全管理と予防措置
（1）活動前の安全確認
指導体制の確保: 活動開始前に、十分な見守りができるスタッフ・指導者が配置されているか確認する。
施設・用具の点検: 使用するグラウンド、体育館、用具等に破損や危険箇所がないか点検する。
会員の健康観察: 会員（生徒）の顔色、表情、体調、既往症等の確認を行い、不調を訴える会員には無理な参加をさせない。
（2）熱中症の予防（気象状況への対応）
WBGT（暑さ指数）の確認: 夏季等の活動時は、環境省の発表するWBGT値や熱中症アラートを事前に確認する。
活動の中止・変更基準: WBGT値が「厳重警戒（31℃以上）」または「危険」に達する場合は、原則として屋外活動の中止または大幅な時間短縮・室内への変更を行う。
水分・塩分補給と休養: こまめな水分・塩分補給および定期的な日陰での休養時間を確保する。
（3）不適切指導・ハラスメントの防止
指導者および関係者は、暴力、暴言、性暴力、ハラスメント等を一切禁止する。
生徒との接し方において、密室で1対1になる状況を避け、オープンな環境での指導を徹底する。


３．事故・急病発生時の応急対応手順
活動中にけがや急病が発生した場合、現場の指導者は直ちに以下の順序で対応する。

【事故・急病発生】
↓
[1] 一次救命・応急手当（AEDの手配・心肺蘇生・応急手当）
↓
[2] 119番通報（重症・生命の危険がある場合）
↓
[3] 現場の安全確保・他の会員の誘導
↓
[4] 保護者への連絡・状況報告
↓
[5] 代表者への報告（事故記録の作成・保存）

【緊急性が高い場合（意識障害、頭部強打、骨折疑い、熱中症重度等）】
救急要請
直ちに119番通報を行い、救急車を要請する。
AEDの手配
意識や正常な呼吸がない場合は、直ちに施設内AEDを設置場所から搬送し使用する。
保護者連絡
救急車要請と並行し、保護者へ状況および搬送先病院を連絡する。
搬送同行
指導者のうち1名が救急車に同乗（または追従）し、保護者が到着するまで付き添う。

【軽症の場合（擦り傷、軽い捻挫等）】
応急手当
現場にある救急箱等を用いて適切な処置（アイシング、消毒、圧迫等）を行う。
保護者連絡
活動終了時までに保護者へ状況を報告し、必要に応じて医療機関受診を促す。


４．災害（地震・火災等）発生時の対応
地震発生時
・活動の即時中断
・落下物がない場所で身を守る
・揺れが収まるまで安全な場所で待機する
・人数確認を行う
・施設管理者の指示に従う
・必要に応じて避難する
・保護者へ連絡する
火災発生時
・活動の即時中断
・火災を確認した場合は119番通報する
・施設管理者の避難指示に従う
・人数確認を行う
・安全な場所へ避難する
・保護者へ連絡する
※引き渡しについて
保護者へ連絡を入れ、安全が確認できるまで安全の確保された場所等で保護し、原則として保護者へ直接引き渡す。


５．不審者への対応
・参加者を安全な場所へ移動させる
・不審者と無理に接触しない
・必要に応じて110番通報する
・警察と連携協力して参加者の安全を確保・確認する
・参加者を一人にしない
・保護者への連絡を行う


６．行方不明・無断離脱への対応
・活動を中止し全参加者の人数を確認する
・離脱者が最後に確認された場所、時間を確認し記録する
・施設内および周辺を確認する（しばらく待つという対応はしない）
・必要に応じて110番通報する
・保護者へ連絡する

７．緊急連絡体制および報告ルート
事故や緊急事態が発生した場合は、以下のルートに従って速やかに速報・報告を行う。
【緊急連絡体制図】

【事故・災害等の発生】
↓
現場責任者・指導者
　　　　　　　　　　　　　　↓　　　　↓
医療機関 / 119番　　　　保　護　者
　　　　　　　　　　　　　　↓　　　　（状況・受診先等の報告）
代表者　　　　
　　　　　　　　　　　　　　↓　　　　
保険会社　　　　
（保険請求手続き）

再発防止の取組
1 発生事実の概要、②対応経過、③今後の取組・方向性などを整理し、被害クラブ員以外の保護者に対しても、クラブから速やかに正確な情報を共有する。また、状況に応じて保護者説明会等の開催など、必要な情報共有を行う。説明にあたっては、あらかじめ被害クラブ員等の保護者意向を確認し、説明内容について承諾を得た上で行う。
加入保険への対応
スポーツ安全保険等の適用対象となる場合は、事故発生後遅滞なく保険会社へ連絡・手続きを行う。

８．再発防止策とマニュアルの見直し
事故報告と記録
事故発生時は、日時、場所、状況、処置内容、原因等を記録（事故報告書）に残す。
検証と共有
役員および指導者間で事故原因を検証し、再発防止策を共有する。
定期的見直し
本マニュアルおよび緊急連絡先一覧は、年に1回以上見直しおよび更新を行う。



緊急連絡体制表および施設管理シート

１．クラブ内緊急連絡先
クラブ代表者: 〇〇 〇〇（TEL: 090-XXXX-XXXX）
副代表 / 安全管理者: 〇〇 〇〇（TEL: 090-XXXX-XXXX）
現場指導者メイン: 〇〇 〇〇（TEL: 090-XXXX-XXXX）

２．関係機関・行政連絡先
消防・救急: 119
警察: 110
加入保険会社（スポーツ安全保険窓口等）: TEL: XXXX-XX-XXXX

３．主要活動拠点のAED設置場所・搬送先病院
	施設名
	AED設置場所
	近隣の対応医療機関・電話番号

	〇〇中学校 体育館/グラウンド
	体育館入口横（職員室前）
	〇〇病院（TEL: 0799-XX-XXXX）

	〇〇市民体育館
	1階ロビー受付け横
	〇〇総合病院（TEL: 0799-XX-XXXX）




※その他、緊急連絡体制（名前入り）を追加するとともに、AEDの使用マニュアル、傷病についてのチェックリストなど各地域クラブにおいて役立つと思われる資料は巻末に追加すること。
